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「人が輝き 自然と歴史・文化が薫る やさしいまち」
の実現に向けて



　

私
は
、
先
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
昭
和
56
年
以
来
29
年
ぶ
り
と

な
る
無
投
票
に
よ
る
当
選
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
引
き
続
き
、
赤
穂
市
政

の
舵
取
り
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
そ
の

職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年
間
、

議
員
各
位
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民

の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
将
来
に
わ
た

っ
て
輝
き
続
け
る
ま
ち　

赤
穂
」
の

創
造
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

特
に
、
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

常
に
市
民
の
目
線
で
、
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
考
え
、
市
民
と
行
政
が
互

い
に
信
頼
し
あ
え
る
公
平
で
公
正
な

「
市
民
本
位
の
市
政
」
の
推
進
に
、
誠

心
誠
意
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
も
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
今
一
度
原
点
に
立
ち
返
り
、
こ

れ
ま
で
の
基
本
姿
勢
を
大
切
に
し

て
、
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
下
の
社
会
経
済
情
勢
の
も
と
、

本
市
の
財
政
状
況
は
、
最
悪
期
を
脱

し
た
企
業
収
益
の
改
善
に
よ
る
法
人

市
民
税
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
も
の

の
、
地
方
交
付
税
や
臨
時
財
政
対
策

債
が
年
間
ベ
ー
ス
で
は
減
額
さ
れ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
基
金
を
取
り
崩

さ
ざ
る
を
得
な
い
財
政
環
境
に
お
か

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
後
と
も
簡
素
で
よ

り
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
行
う
た

め
、「
第
６
次
赤
穂
市
行
政
改
革
大

綱
」
に
基
づ
き
、
更
な
る
行
財
政
改

革
を
強
力
に
推
進
し
、「
選
択
と
集
中
」

に
よ
る
施
策
・
事
業
の
重
点
化
に
取

り
組
み
、
誰
も
が
「
住
ん
で
良
か
っ

た　

住
み
続
け
た
い　

住
ん
で
み
た

い
」
と
思
え
る
よ
う
な
元
気
で
魅
力

あ
ふ
れ
る
赤
穂
の
ま
ち
づ
く
り
を
、

市
民
の
皆
様
と
協
働
し
て
着
実
に
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
市
民
の
皆
様
と
の
対
話
と
交
流

に
よ
る
市
民
参
加
の
市
政
の
推
進
に

一
層
努
め
、
安
全
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
基
盤
づ
く
り
を
基
本
に
、「
少

子
化
・
子
育
て
支
援
対
策
」、「
地
域

の
活
性
化
対
策
」、「
地
球
温
暖
化
対

策
」
の
３
点
を
重
点
と
し
て
、
市
民

の
視
点
に
立
っ
た
き
め
細
や
か
な
施

策
を
展
開
し
、
新
総
合
計
画
の
都
市

像
で
あ
る
「
人
が
輝
き　

自
然
と
歴

史
・
文
化
が
薫
る　

や
さ
し
い
ま
ち
」

の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
、
本
格
的
な
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
次
の
時
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
す
こ
や
か
に
育
つ

社
会
づ
く
り
を
進
め
、
子
育
て
を
社

会
全
体
で
支
え
る
体
制
を
構
築
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

特
に
子
育
て
支
援
策
の
充
実
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
後
期
５
ヵ
年
の
次
世

代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
（
赤
穂

こ
ど
も
プ
ラ
ン
）
に
基
づ
き
、
各
種

子
育
て
支
援
施
策
を
総
合
的
・
体
系

的
に
推
進
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、

新
た
に
、
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
を
実
施
し
、
高
額
な
治
療
費
を
要

す
る
特
定
不
妊
治
療
費
用
に
対
し
、

一
部
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
妊
婦
健
康
診
査
や
乳
児
健
康
診

査
費
用
に
対
し
助
成
を
行
う
ほ
か
、

出
産
費
助
成
事
業
と
し
て
、
出
産
児

一
人
に
対
し
５
万
円
を
助
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
妊
娠
・
出
産
に
か
か
る

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
費
助
成
と
し
て
、
新

た
に
、
本
年
７
月
診
療
分
か
ら
、
小

学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の

外
来
医
療
費
に
係
る
一
部
負
担
金
の

全
額
を
公
費
負
担
と
し
、
こ
れ
に
よ

り
、
乳
幼
児
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

の
外
来
・
入
院
医
療
費
に
係
る
一
部

負
担
金
の
全
額
が
公
費
負
担
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
虐
待
防
止
対
策
と
し

て
、
年
間
を
通
じ
て
路
線
バ
ス
に
車

外
広
告
を
掲
載
し
、
児
童
虐
待
防
止

の
た
め
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。

　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
整
備
と

し
て
、
保
育
所
で
の
延
長
保
育
や
一

時
預
か
り
事
業
を
引
き
続
き
実
施
す

る
ほ
か
、
幼
稚
園
で
の
預
か
り
保
育

事
業
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
赤
穂
西

幼
稚
園
で
も
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
子
ど

も
育
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
赤
穂
小

学
校
に
お
け
る
増
室
と
、
そ
れ
に
伴

う
指
導
員
の
増
員
を
図
り
、
一
層
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
子
育
て
学

習
活
動
推
進
事
業
に
お
い
て
も
、
午

後
に
お
け
る
講
座
の
開
催
を
可
能
と

す
る
た
め
、
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

プ
レ
イ
ル
ー
ム
を
移
設
し
、
指
導
員

を
増
員
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ベ
ビ
ー

シ
ー
ト
・
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
を
設
置
す

る
子
育
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
や

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
購
入
助
成

事
業
、
子
育
て
情
報
携
帯
シ
ス
テ
ム

事
業
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、

子
育
て
支
援
策
の
よ
り
一
層
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
産

業
の
振
興
と
雇
用
の
場
の
確
保
や
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
、
定
住
・
交
流
の
推

進
を
支
援
す
る
各
種
施
策
の
展
開
が

必
要
で
す
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
創
出

を
図
る
た
め
、
企
業
誘
致
に
つ
い
て

は
、
工
場
立
地
促
進
条
例
の
一
部
を

改
正
し
、
工
場
設
置
奨
励
金
の
支
給

に
つ
い
て
特
例
措
置
を
３
年
間
延
長

す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
雇
用
奨
励

金
の
支
給
に
つ
い
て
の
特
例
措
置
を

設
け
る
ほ
か
、
企
業
立
地
促
進
法
に

基
づ
く
基
本
計
画
を
作
成
し
、
緑
化

率
な
ど
の
環
境
施
設
の
緩
和
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
積
極
的
に
企
業
誘
致
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
３
ヵ
年
計
画
の
最

終
年
度
と
し
て
、
緊
急
雇
用
就
業
機

会
創
出
事
業
や
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

事
業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
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人
が
輝
き

 
自
然
と
歴
史
・
文
化
が
薫
る

 

や
さ
し
い
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
て

平
成
23
年
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
新
年
度
予
算
等
が
成
立
し

ま
し
た
。
３
月
２
日
に
豆
田
市

長
が
表
明
し
た
施
政
方
針
に
沿

っ
て
、
主
要
な
施
策
の
大
要
と

予
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

�予算のあらまし  2011 年 4 月



　

定
住
自
立
圏
構
想
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
、

圏
域
内
の
住
民
が
原
則
と
し
て
同
じ

条
件
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
な

ど
、
計
画
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
、

圏
域
市
町
と
の
連
携
の
も
と
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
定
住
・
交
流
支
援
策
の
一

環
と
し
て
、
定
住
支
援
推
進
事
業
に

つ
い
て
は
、
本
市
へ
の
定
住
を
希
望

す
る
人
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
、
引

き
続
き
「
転
入
者
定
住
支
援
金
」
を

交
付
す
る
ほ
か
、
７
月
に
は
、
第
３

回
目
と
な
る
「
赤
穂
国
際
音
楽
祭
」

を
開
催
し
、
国
内
外
の
多
く
の
人
と

の
文
化
交
流
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
第
1
回
赤
穂
シ
テ
ィ
マ

ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
交
流
も
積
極
的

に
推
進
し
て
い
く
と
と
と
も
に
、
赤

穂
海
浜
公
園
周
辺
で
の
ス
ポ
ー
ツ
拠

点
整
備
計
画
や
赤
穂
城
南
緑
地
運
動

施
設
の
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
元
気
な
ま
ち
を
め

ざ
し
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
赤
穂
観

光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ

き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
す
る
ほ

か
、
引
き
続
き
観
光
周
遊
バ
ス
「
く

ら
ち
ゃ
ん
号
」
を
運
行
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
観
光
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
作
成
し
、
観
光
客
の
増

加
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
る

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
義

士
祭
に
お
け
る
山
車
の
既
存
５
場
面

を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
２

場
面
を
新
設
し
ま
す
。

　

施
設
整
備
と
し
て
、
平
成
22
年
度

補
正
予
算
で
対
応
し
て
い
ま
す
大
型

の
観
光
案
内
標
識
を
塩
屋
御
崎
線
を

中
心
に
設
置
す
る
ほ
か
、
忠
臣
蔵
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
か

ら
く
り
時
計
を
合
体
さ
せ
た
義
士
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
サ
イ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
振
興
策
の
一
環
と
し

て
、
ま
る
ご
と
赤
穂
大
博
覧
会
事
業

や
市
民
農
園
周
辺

の
収
穫
体
験
用
施

設
設
置
へ
の
助
成
、

地
場
農
産
物
の
直

売
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
に
よ
る
地

産
地
消
推
進
事
業

を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
産
地
育
成

の
指
導
者
や
地
産

地
消
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
人
材

を
「
赤
穂
農
業
マ

イ
ス
タ
ー
」
と
し

て
認
定
・
登
録
す

る
な
ど
、
地
域
の

に
ぎ
わ
い
と
活
力

の
創
出
を
図
り
ま

す
。

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
や
資
源
の
枯

渇
、
生
物
多
様
性
の
喪
失
な
ど
、
地

球
規
模
で
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
お

り
、
と
り
わ
け
地
球
温
暖
化
問
題
に

つ
い
て
は
、
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

有
効
に
活
用
し
、
循
環
さ
せ
、
地
球

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
つ
く
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

抑
制
に
取
り
組
み
低
炭
素
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
ず
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し

て
、
赤
穂
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域

推
進
計
画
の
着
実
な
進
行
管
理
と
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
実

施
や
赤
穂
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
開

催
な
ど
、
身
近
に
取
り
組
む
施
策
を

引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。
次
に
、
住

宅
用
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
機
器
設

置
補
助
事
業
と
し
て
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に

対
し
、
電
力
量
１
kw
当
た
り
３
万
円
、

４
kw
を
上
限
に
12
万
円
を
限
度
額
と

す
る
こ
と
を
基
本
に
、
市
内
の
施
工

業
者
を
利
用
し
た
場
合
に
は
１
kw
当

た
り
１
万
円
を
加
算
し
て
４
万
円
と

し
、
16
万
円
を
限
度
額
と
し
て
助
成

す
る
補
助
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
灯
及
び
自
治
会
管
理

灯
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
更
新
分
・

新
設
分
に
つ
い
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
で
の

設
置
と
す
る
ほ
か
、
庁
用
車
等
へ
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
車
の
導
入
を
図
る
こ
と

と
し
、
本
年
度
は
４
台
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

設
置
つ
い
て
は
、
赤
穂
小
学
校
と
赤

穂
地
区
体
育
館
に
、
そ
れ
ぞ
れ
発
電

量
20　

の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
夏
場
の
猛
暑
日
に
お
け

る
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
中
学
校
の

す
べ
て
の
普
通
教
室
に
天
井
扇
を
４

台
ず
つ
設
置
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
赤
穂
市
に
と
っ
て
、
大

き
な
節
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り 

ま
す
。

　

ま
ず
、
平
成
32
年
を
目
標
年
次
と

す
る
新
し
い
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
民
の
皆
様

と
行
政
が
互
い
に
手
を
と
り
あ
っ

て
、
都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
、
新
総
合
計
画
と

の
整
合
を
図
る
必
要
が
あ
る
各
種
計

画
に
つ
い
て
、
計
画
の
改
定
や
策
定

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
26
年
９
月
１
日
に
、

兵
庫
県
下
13
番
目
の
市
と
し
て
誕
生

以
来
、
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

記
念
の
年
を
、
こ
れ
ま
で
本
市
が
歩

ん
で
き
た
長
い
歴
史
を
振
り
返
り
、

先
人
た
ち
の
功
績
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
飛
躍
へ
の
願
い
を
込

め
て
、
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

【
重
点
施
策 

そ
の
３
】

地
球
温
暖
化
対
策

地
球
温
暖
化
対
策

【
重
点
施
策 

そ
の
１
】

少
子
化
・
子
育
て

　
　

支
援
対
策
の
充
実

少
子
化
・
子
育
て

　
　

支
援
対
策
の
充
実

【
重
点
施
策 

そ
の
２
】

地
域
活
性
化
対
策

地
域
活
性
化
対
策

【
重
点
施
策 

そ
の
３
】

地
球
温
暖
化
対
策

地
球
温
暖
化
対
策

【
重
点
施
策 

そ
の
１
】

少
子
化
・
子
育
て

　
　

支
援
対
策
の
充
実

少
子
化
・
子
育
て

　
　

支
援
対
策
の
充
実

【
重
点
施
策 

そ
の
２
】

地
域
活
性
化
対
策

地
域
活
性
化
対
策

kwkw

◦各会計別予算額
会　計　区　分 平成23年度当初予算額 平成22年度当初予算額 前年度比（％）

一 般 会 計 206億6,000万円 193億3,000万円 6.9 

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

国民健康保険事業 54億2,070万円 51億8,880万円 4.5 
老 人 保 健 医 療 － 680万円 皆 減
職員退職手当管理 10億4,500万円 7億3,900万円 41.4 
公共下水道事業 28億3,690万円 27億1,700万円 4.4 
農業集落排水事業 2億2,880万円 2億2,700万円 0.8 
墓地公園整備事業 1,840万円 1,960万円 △ 6.1 
介 護 保 険 32億3,230万円 31億4,900万円 2.6 
駐 車 場 事 業 1億2,300万円 1億2,260万円 0.3 
土地区画整理事業清算金 280万円 300万円 △ 6.7 
後期高齢者医療保険 5億5,580万円 5億5,100万円 0.9 
小 計 134億6,370万円 127億2,380万円 5.8 

企
業
会
計

病 院 事 業 107億3,901万円 110億4,252万円 △ 2.7 
介護老人保健施設事業 3億3,296万円 3億4,692万円 △ 4.0 
水 道 事 業 14億8,300万円 15億980万円 △ 1.8 
小 計 125億5,497万円 128億9,924万円 △ 2.7 
合　　　　計 466億7,867万円 449億5,304万円 3.8 

平成23年度　当初予算額

466億7,867万円

� 2011年４月  予算のあらまし



市税
84億9,200万円
（41.1％）

諸収入
11億1,015万円（5.4％）

繰入金
2億2,563万円（1.1％）

使用料及び手数料
3億4,634万円（1.7％）

地方交付税
33億8,000万円
（16.4％）

市債
28億3,160万円
（13.7％）

県支出金
9億1,415万円（4.4％）

国庫支出金
22億2,543万円
（10.8％）

地方消費税交付金
4億3,800万円（2.1％）

地方譲与税 …………… 1億8,000万円 (0.9%)
地方特例交付金 ……… 1億1,000万円 (0.5%)
自動車取得税交付金………… 5,700万円 (0.3%)
ゴルフ場利用税交付金……… 2,300万円 (0.1%)
利子割交付金 ……………… 1,700万円 (0.1%)
交通安全対策特別交付金…… 1,100万円 (0.0%)
配当割交付金 ……………… 1,000万円 (0.0%)
株式等譲渡所得割交付金 …… 400万円 (0.0%)

自
主
財
源

依
存
財
源

分担金及び負担金
2億12万円（1.0％）

財産収入
8,358万円（0.4％）

寄付金
100万円（0.0％）

49.3％ 50.7％

歳入面では、地方交付税に臨時財政対策債を含めた実質的な地方交付税総額は当初予算ベー
スでは増額されたものの、市税収入をはじめ地方譲与税、交付金などの大きな伸びが見込め
ないなど、引き続き厳しい財政状況であり、財政調整基金や健康管理施設整備基金などの基
金から１億３，５００万円を繰り入れることにより財源を確保しました。

歳入総額　206億6,000万円

自主財源
市税など市が自主的に
収入できる財源

依存財源
地方交付税や市債など
自主財源以外の財源

平成23年度  一般会計予算 206億6,000万円

250億

200億

150億

100億

50億

0
19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

一般会計 市税

190億
1,500
万円

183億
5,000
万円

189億
8,000
万円

88億
1,900
万円

88億
4,000
万円

86億
5,800
万円

193億
3,000
万円

83億
1,000
万円

206億
6,000
万円

84億
9,200
万円

入　湯　税 2,580万円（ 0.3％）
軽自動車税 9,510万円（ 1.1％）

市たばこ税 2億8,000万円（ 3.3％）

都市計画税 6億3,850万円（ 7.5％）

市　民　税 28億5,490万円（33.6％）

固定資産税 45億9,770万円（54.2％）

■入湯税
　鉱泉浴場における入湯にかかる税
■軽自動車税
　軽自動車等の所有者にかかる税
■都市計画税
　市街化区域内の土地・家屋にかかる税
■市民税
　個人及び法人にかかる税
■固定資産税
　土地・家屋・償却資産にかかる税

市税の内訳  総額84億9,200万円 年度別当初予算額と市税の推移

歳入☞

�予算のあらまし  2011 年 4 月



民生費
53億1,072万円
（25.7％）

公債費
36億9,862万円
（17.9％）

土木費
27億3,526万円
（13.2％）

総務費
24億3,982万円
（11.8％）

教育費
23億1,654万円
（11.2％）

衛生費
17億5,406万円

（8.5％）

商工費
5億8,952万円（2.9％）

消防費
10億1,397万円（4.9％）

農林水産業費
3億9,382万円（1.9％）

議会費 2億5,745万円 （1.3％）
労働費 1億4,822万円 （0.7％）
予備費 200万円 （0.0％）

歳出総額
206億

6,000万円

人件費
（報酬・給料・手当等）
　41億7,349万円
（20.2％）

公債費
（借入金の償還金）
37億197万円
（17.9％）

投資的経費
  （道路･学校･公園
　　などの建設事業に
　　要する経費）
　　33億7,000万円
　　（16.3％）

物件費（事務に
必要な消費的経費）

24億692万円（11.6％）

扶助費（社会保障制度に
基づき支出する経費）

29億5,531万円（14.3％）

繰出金
14億2,153万円

（6.9％）

投資・出資・貸付金
8億6,148万円（4.2％）

補助費等（各種団体・個人に
支出する補助金など）

13億2,294万円（6.4％）

積立金
2億8,324万円（1.4％）
維持補修費
1億6,112万円（0.8％）
予備費
200万円（0.0％）

歳出総額
206億

6,000万円

歳出面では、人口減少社会に的確に対応するため、「少子化・子育て支援対策」、「地域活性
化対策」、「地球温暖化対策」に係る施策について、限られた財源の中で重点的に配分しま
した。

目的別内訳
各行政目的別、つまり各部課ご
との仕事の内容によって分類さ
れ、これにより各部課ごとの経
費の比重を知ることができます。

性質別内訳
経済的性質を基準として分類さ
れ、これにより経費の構造や財
政体質を知ることができます。

一般会計 404,979円

民　生　費
104,101円

公　債　費
72,501円

総　務　費
47,825円

土　木　費
53,617円

教　育　費
45,409円

衛　生　費
34,383円

特別会計･企業会計（抜すい）510,020円

国民健康保険
106,257円

介護保険
63,360円

後期高齢者医療
10,895円

公共下水道
55,609円

病院事業
210,507円

水道事業
29,070円

消　防　費
19,876円

商　工　費
11,556円

農林水産業費
7,720円

その他
7,991円

市民ひとりあたりの予算額

914,999円

（平成23年２月末現在の人口51,015人で計算したものです）

歳出☞

� 2011年４月  予算のあらまし



　

本
市
の
高
齢
化
率
は
、
平

成
23
年
１
月
末
で
25
・
０
％

と
な
り
、
少
子
・
高
齢
化
が

急
速
に
進
展
す
る
中
、
次
の

時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や

高
齢
者
、
障
が
い
者
を
は
じ

め
、
全
て
の
市
民
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
支
え
合
い
な
が

ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
総
合
的
な
福

祉
施
策
や
地
域
で
相
互
に
助

け
合
う
地
域
福
祉
活
動
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
新
た
に

地
域
福
祉
計
画
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
社
会
福
祉
協
議

会
や
関
係
機
関
、
各
種
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
の
連
携
を

深
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
の
自
主
的
な
参
加

支
援
を
得
な
が
ら
、
地
域
福

祉
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
人
に
や
さ
し
い
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
県
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
社
会
づ
く
り
推
進
地
区
に

指
定
さ
れ
た
加
里
屋
地
区
に

お
い
て
、
事
業
プ
ラ
ン
を
策

定
す
る
ほ
か
、
引
き
続
き
市

道
で
の
段
差
の
解
消
や
公
民

館
へ
の
障
が
い
者
用
ト
イ

レ
の
設
置
な
ど
を
実
施
し 

ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、

後
期
５
ヵ
年
の
赤
穂
こ
ど
も

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
、
す
こ
や
か
に
成

長
で
き
る
環
境
を
整
備
し 

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
延
長
保
育
や

乳
児
保
育
、
一
時
預
か
り
事

業
な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を

引
き
続
き
行
う
ほ
か
、
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
も

増
室
と
、
そ
れ
に
伴
う
指
導

員
の
増
員
を
図
る
な
ど
、
利

便
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
新
た
に
児
童
虐
待
防
止

の
た
め
の
啓
発
を
積
極
的
に

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
塩
屋
児
童

館
の
運
営
を
行
う
ほ
か
、
子

育
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事

業
、
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転

車
購
入
助
成
な
ど
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

　

母
子
家
庭
等
へ
の
支
援
策

と
し
て
、
母
子
家
庭
高
等
技

能
訓
練
促
進
事
業
や
自
立
支

援
教
育
訓
練
給
付
事
業
を
実

施
し
、
引
き
続
き
就
業
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
き
、
介
護
給
付
や
訓
練

等
給
付
な
ど
の
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ほ

か
、
地
域
生
活
支
援
事
業
と

し
て
相
談
支
援
や
社
会
参
加

促
進
支
援
、
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
の
事
業
補
助
な

ど
を
行
う
と
と
も
に
、
障
が

い
者
福
祉
長
期
計
画
等
を
策

定
し
、
今
後
の
施
策
展
開
の

基
礎
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
自
立
支
援

施
設
と
し
て
の
さ
く
ら
園
に

つ
い
て
は
、
一
般
就
労
に
向

け
た
訓
練
や
働
く
場
の
提
供

を
行
う
ほ
か
、
備
蓄
食
糧
等

の
整
備
に
よ
り
、
災
害
等
の

非
常
時
対
応
に
も
配
慮
し 

ま
す
。

　

心
身
障
害
児
療
育
事
業
に

つ
い
て
は
、
言
語
指
導
・
機

能
訓
練
な
ど
の
専
門
的
指
導

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

西
播
磨
地
域
児
童
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
と
の
連
携
に
も
努

め
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

は
、
要
支
援
、
要
介
護
認
定

者
が
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
基
盤
整

備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
に
よ
り
、
要
支
援
・

要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ

う
介
護
予
防
事
業
を
推
進

12345 12345
お
も
い
や
り
に
満
ち
た

福
祉
社
会
の
構
築

お
も
い
や
り
に
満
ち
た

福
祉
社
会
の
構
築

５本の柱ごとの主要施策
平成 23 年度 赤穂市のまちづくり

　「人が輝き 自然と歴史・文化が薫る やさしいまち」を実現するため
の市政の５つの柱、「安全・安心に生活できるまち」「自然と共生する
住みよいまち」「産業と交流が盛んな活力のあるまち」「生涯にわたり
夢を育むまち」「市民と行政がともに歩むまち」に沿って順次ご紹介
します。

第 1 の 柱
安全・安心に生活できる

まちづくり

�予算のあらまし  2011 年 4 月



し
、
生
活
機
能
低
下
の
早
期

発
見
、
早
期
対
応
を
図
る
な

ど
、介
護
予
防
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
本
年

４
月
か
ら
市
の
直
営
に
よ
る

運
営
と
し
て
、
地
域
包
括
ケ

ア
体
制
の
一
層
の
推
進
を
図

り
、
セ
ン
タ
ー
機
能
強
化
と

そ
の
役
割
を
明
確
化
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
生
き
が
い
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
介
護
支
援
事

業
の
ほ
か
、
自
立
支
援
配
食

サ
ー
ビ
ス
や
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
事
業
な
ど
の
地
域
支
援

事
業
も
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
生
活
圏
域
ご
と

の
地
域
支
え
合
い
体
制
の
整

備
を
図
る
た
め
、
高
齢
者
を

見
守
る
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
事
業
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ

い
て
は
、
急
速
な
少
子
高
齢

化
の
進
展
、
疾
病
構
造
の
変

化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
等

に
よ
り
、
医
療
費
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、
国
民
健
康
保

険
事
業
の
財
政
運
営
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
国
保
財
政
は
、

平
成
20
年
度
の
医
療
制
度
改

革
や
平
成
22
年
度
の
診
療
報

酬
改
定
に
伴
う
影
響
の
ほ

か
、
被
保
険
者
数
の
推
移
、

医
療
費
動
向
等
を
考
慮
し
た

も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

保
険
税
に
つ
い
て
は
、
財

政
調
整
基
金
の
活
用
等
に
よ

り
、
被
保
険
者
の
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
一
世
帯
あ

た
り
の
保
険
税
額
が
平
均
約

１
万
円
の
減
額
と
な
る
よ
う

税
率
等
を
引
き
下
げ
る
こ
と

と
し
、
課
税
限
度
額
に
つ
い

て
は
、
国
の
法
令
で
定
め
ら

れ
て
い
る
平
成
22
年
度
の
水

準
ま
で
引
き
上
げ
、
中
・
低

所
得
者
の
負
担
軽
減
を
図
り

ま
す
。

　

一
人
当
た
り
医
療
費
は
、

依
然
と
し
て
県
下
で
は
高
い

水
準
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
医

療
費
抑
制
の
た
め
の
対
策
と

し
て
、
市
民
の
健
康
な
生
活

習
慣
の
確
立
を
図
る
た
め
の

保
健
事
業
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
特
定
健
康
診
査
・
特

定
保
健
指
導
を
適
切
に
実
施

す
る
ほ
か
、
後
発
医
薬
品
の

使
用
促
進
に
努
め
、
医
療
費

の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
税
収
納
率
向

上
対
策
の
一
環
と
し
て
、
納

税
相
談
の
実
施
や
短
期
被

保
険
者
証
な
ど
の
発
行
を
通

じ
て
の
面
談
機
会
の
確
保
等

に
よ
り
、
国
保
事
業
へ
の
理

解
と
納
税
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
国
保
財
政
の
健
全
化
・

安
定
化
に
努
め
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て
は
、
兵
庫
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連
携

し
、
保
険
料
の
徴
収
、
各
種

申
請
の
受
付
等
、
市
民
の
皆

様
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た

な
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設

に
つ
い
て
、
幅
広
い
議
論
が

な
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

動
向
に
つ
い
て
注
視
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

福
祉
医
療
費
等
助
成
制
度

に
つ
い
て
は
、
乳
幼
児
か
ら

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
を
は

じ
め
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
、
す
べ
て
の
市
民
が
適

切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
医
療
費
へ
の
助
成
を
行

い
ま
す
。

　

生
活
保
護
受
給
者
に
対
し

て
は
、
社
会
的
自
立
及
び
生

活
自
立
へ
の
支
援
を
行
う
た

め
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
支

援
対
策
事
業
と
し
て
、
新
た

に
就
労
支
援
相
談
等
を
行
う

た
め
の
就
労
支
援
員
を
配
置

し
ま
す
。

　

人
権
文
化
の
創
造
に
つ
い

て
は
、
女
性
・
子
ど
も
・
障

が
い
者
・
同
和
問
題
な
ど
に

対
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題

や
、
人
権
侵
害
を
解
消
す
る

た
め
、
総
合
的
な
人
権
啓
発

に
取
り
組
み
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
人
権
が
最
大
限
に
尊

重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　

生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く

り
の
推
進
に
つ
い
て
、
予
防

活
動
の
充
実
、
指
導
・
啓
発

事
業
の
推
進
、
健
康
づ
く
り

推
進
体
制
の
強
化
に
努
め
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

健
康
へ
の
意
識
啓
発
を
図

り
、
き
め
細
や
か
な
保
健
サ

ー
ビ
ス
や
健
康
づ
く
り
事
業

を
推
進
し
、
疾
病
の
予
防
と

早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
活
習
慣
病

予
防
を
目
的
と
す
る
特
定
健

康
診
査
や
必
要
な
人
に
は
特

定
保
健
指
導
を
行
う
ほ
か
、

が
ん
検
診
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
な
ど
も
実
施
し
、
特
に

女
性
の
が
ん
検
診
及
び
大
腸

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
特

定
年
齢
層
に
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
配
布
す
る
な
ど
受
診
率

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
母
子
保
健
対
策
と

し
て
、
新
た
に
特
定
不
妊
治

療
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
妊
婦

健
康
診
査
や
乳
児
健
康
診
査

に
対
す
る
助
成
を
実
施
し
、

法
定
の
健
康
診
査
と
の
連
携

に
よ
り
、
乳
幼
児
の
疾
病
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
感
染
症
予
防
対

策
と
し
て
、
任
意
の
予
防
接

種
で
あ
る
肺
炎
球
菌
や
子
宮

頸
が
ん
予
防
な
ど
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
の
一
部
ま
た
は

全
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
食
育
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
食
育
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
に
よ
る
食
育
の
普
及
・

啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、

昨
年
、
診
療
報
酬
が
10
年
ぶ

り
の
プ
ラ
ス
改
定
と
い
う
こ

と
で
、
病
院
経
営
が
一
息
つ

け
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
姫
路
以
西
の
救

急
体
制
の
崩
壊
、
療
養
型
病

床
の
不
足
な
ど
の
影
響
も
強

く
、
ま
た
、
都
市
部
と
過
疎

地
域
の
格
差
の
拡
大
も
あ
っ

て
、
医
師
・
看
護
師
を
取
り

巻
く
状
況
は
当
地
域
に
と
っ

て
一
段
と
厳
し
い
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。
比
較
的
健
全

な
運
営
を
行
っ
て
き
た
市
民

病
院
も
医
師
・
看
護
師
の
離

12345 12345
保
健
・
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

保
健
・
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

５本の柱ごとの主要施策
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職
対
応
に
翻
弄
さ
れ
る
状
況

と
な
り
、「
良
い
医
療
を
、

効
率
的
に
」行
う
た
め
に
は
、

医
療
環
境
を
早
急
に
整
え
る

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

既
に
策
定
し
て
い
ま
す

「
第
二
期
構
想
」
の
見
直
し

に
早
期
に
着
手
し
、「
医
師

に
選
ば
れ
る
病
院
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
て
、
今
後
の
望
ま

し
い
医
療
の
実
現
に
向
け
て

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
診
療
体
制
の

充
実
と
安
定
し
た
病
院
経
営

の
推
進
を
基
本
に
、
患
者
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
老
人
保
健
施

設
に
つ
い
て
は
、
市
民
病
院

と
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も

に
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
の

一
体
化
を
図
り｢

地
域
住
民

と
と
も
に｣

市
民
の
健
康
を

守
り
ま
す
。

　

台
風
や
集
中
豪
雨
、地
震
・

津
波
な
ど
の
自
然
災
害
や
火

災
な
ど
か
ら
市
民
の
生
活
を

守
る
た
め
に
は
、
被
害
の
拡

大
を
抑
え
、
被
災
し
た
社
会

を
早
期
に
安
定
さ
せ
る
「
減

災
」
へ
の
取
り
組
み
が
重
要

で
す
。

12345 12345
安
全
・
安
心
な

市
民
生
活
の
確
保

安
全
・
安
心
な

市
民
生
活
の
確
保

安全・安心に生活できるまち� ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

おもいやりに満ちた福祉社会を築く
①みんなで支え合う地域福祉を進める
・地域総合援護システム推進事業� ……165万円
・民間福祉活動活発化促進事業� ……374万円
★地域福祉計画策定事業� ……242万円
・福祉のまちづくり推進事業� ……1,620万円

②子育てしやすい環境をつくる
・子育て支援事業� ……3,844万円
　★アフタースクール子ども育成事業（2,965万円）
　　赤穂アフタースクール指導員の増員
　★アフタースクール整備事業（340万円）
　　　施設整備、備品整備（赤穂小学校）
　　キンダースクール子ども育成事業（81万円）
　　保育所子育て支援機能充実事業（76万円）
　　幼児２人同乗用自転車購入助成事業（90万円）
　　子育て情報携帯システム事業（52万円）
　　ファミリーサポートセンター事業（180万円）
　　要保護児童対策地域協議会推進事業（37万円）
　　子育て家庭ショートステイ事業外（23万円）
★児童虐待防止啓発事業� ……112万円
　　路線バスの車外広告
・出産費助成事業� ……2,000万円
★子ども手当� ……10億8,000万円
・子育てバリアフリー化事業� ……95万円
・母親クラブ育成事業� ……105万円
・母子家庭就業支援事業� ……275万円
・保育所運営費� ……5,890万円
　　延長保育事業　赤穂・塩屋・尾崎保育所＝午後７時まで
　　　　　　　　　御崎・坂越・有年保育所＝午後６時まで
　　乳児保育事業　全保育所
　　保育所一時預かり事業 御崎・坂越・有年保育所
・保育所整備事業� ……230万円
・多子世帯保育料軽減事業� ……90万円

③障がい者が自立しやすい環境をつくる
・自立支援給付� ……6億180万円
　　介護給付等支給事業（5億9,080万円）
　　自立支援医療費支給事業（150万円）
　　補装具給付事業（950万円 )
・地域生活支援事業� ……5,420万円
・障害者（児）福祉推進事業� ……1,496万円
　　経済援護事業（1,276万円）
　　日常生活援護事業（220万円）
・心身障害児療育事業� ……984万円
　　あしたば園事業（840万円） 
　　西播磨地域児童デイサービス運営負担金
� （144万円）
・障害者自立支援特別対策事業� ……52万円
★障がい者福祉長期計画等策定事業�……315万円
・障害者自立支援施設運営経費� ……150万円

④高齢者が安心して暮らせる環境をつくる
・高齢者福祉対策事業� ……1,018万円
・介護支援事業� ……820万円
　　ヘルプサービス充実事業（363万円）
　　生きがいデイサービス事業（380万円）

　　介護サービス利用者負担軽減措置事業外（77万円）
・高齢者住宅改造助成事業� ……657万円
・ねたきり老人等対策事業� ……70万円
・老人福祉センター温泉活用事業� ……55万円
★総合防災対策事業（養護老人ホーム）�……30万円
・在宅介護支援センター運営委託事業�……560万円
・ひとり暮らし老人等火災警報器購入助成事業
� ……237万円
・敬老長寿ふれあい事業� ……855万円
★高齢者を見守る支えるネットワーク推進事業
� ……400万円
・介護老人保健施設事業� ……2億6,172万円
・介護保険事業
　保険給付サービス� ……30億5,140万円
　　介護サービス等（27億2,590万円）
　　介護予防サービス等（1億3,110万円）
　　高額介護サービス（6,600万円）
　　特定入所者介護サービス等（1億2,840万円）
　地域支援事業� ……5,441万円
　　介護予防事業（607万円）
　　包括的支援事業（3,221万円）
　　任意事業（1,613万円）
　サービス事業� ……1,484万円

⑤社会保障制度を適切に運営する
・セーフティネット支援対策事業� ……651万円
　★生活保護受給者就労支援事業外
・福祉医療費等助成制度の充実�……3億8,438万円
　　母子家庭等医療費（2,451万円）
　★乳幼児等医療費（1億8,370万円）
　　老人医療費（2,195万円）
　　重度障害者医療費（6,535万円）
　　高齢重度障害者医療費（8,887万円）

⑥お互いが尊重し合えるまちをつくる
・人権啓発事業� ……160万円

保健・医療サービスを充実する
①生涯にわたる健康づくりを進める
・健康づくりの推進� ……435万円
・母子保健対策の推進� ……3,684万円
　　�むし歯予防対策事業（79万円）、子育て応援隊

活動事業（80万円）、母子訪問指導（42万円）、
乳幼児健診（318万円）、育児健康支援事業

（73万円）、妊婦健康診査費補助事業（2,808万
円）、乳児健康診査費補助事業（284万円）

★予防接種費助成事業� ……7,400万円
　　�肺炎球菌・子宮頸がん・インフルエンザ菌ｂ

型（ヒブ）・小児肺炎球菌予防接種
・成人病予防の推進� ……8,554万円
　★健康診査（5,450万円）
　　特定健診・がん検診・肝炎ウイルス検診
　★女性のがん（乳がん・子宮がん）検診（2,880万円）
　　成人歯科健診（83万円）
　　特定保健指導（141万円）
★特定不妊治療費助成事業� ……300万円

★あこう食育推進事業� ……93万円
　　郷土料理の普及啓発外
・国民健康保険税
　★国民健康保険税の改正
　（医療分・後期高齢者支援金分）
　�負担軽減を図るため、財政調整基金から
　１億8千万円繰入れ

医療分 支援金分 合　　　計
所得割 6.65％ 2.30％ 8.95％（H22年� 9.56％）
均等割 21,000円 6,600円 27,600円（ 〃� 31,300円）
平等割 16,600円 5,000円 21,600円（ 〃� 23,900円）
賦課限度額 50万円 13万円 63万円（ 〃� 59万円）

　（介護納付金分）
　�負担軽減を図るため、一般会計から2,590万円繰入れ
所得割 1.65％（ 据え置き ）
均等割 6,700円（ 　 〃  　）
平等割 3,900円（ 　 〃  　）
賦課限度額  10万円（H22年 9万円）

②安心できる地域医療体制をつくる
・休日急患診療委託料� ……373万円
・西播磨病院群輪番制運営委託事業�……1,991万円
・市民病院整備事業� ……3億9,985万円

生活の安全・安心を確保する
①災害に強いまちをつくる
・コミュニティ防災訓練経費� ……48万円
・防災意識普及啓発事業� ……20万円
・大規模災害対策用消防資材整備事業�……100万円
・西播磨広域防災備蓄物資整備事業� ……58万円
・救援物資対策経費� ……65万円
・住宅耐震改修助成事業� ……45万円
・簡易耐震診断推進事業（30戸）� ……90万円
★防災センター整備事業� ……120万円
・がけ地近接危険住宅移転事業� ……80万円
・津波・高潮危機管理対策事業� ……1,700万円

②消防・救急救助体制を充実する
・救急業務高度化推進事業� ……780万円
・ＡＥＤ整備事業� ……231万円
　★新設18 ヵ所（保育所、児童館、幼稚園）外
・通信指令設備整備事業� ……519万円
・防火衣整備事業� ……386万円
★分団サイレンシステム整備事業� ……330万円
・消防施設整備事業� ……6,488万円
　　
③交通安全・防犯意識を高める
・地域サポート安全対策事業� ……145万円
・自主防犯活動推進事業� ……58万円
・交通安全施設等整備事業� ……1,000万円
・公共灯整備事業� ……820万円
　★ＬＥＤ照明設置外

④消費生活の安全を守る
★消費者行政活性化事業� ……923万円
　　消費生活センター整備、消費生活相談員の設置外
・リサイクル運動推進事業� ……［再掲 53万円］

�予算のあらまし  2011 年 4 月



５本の柱ごとの主要施策
　

さ
ら
に
、
今
日
で
は
自
然

災
害
だ
け
で
な
く
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染

症
、
食
の
安
全
性
、
子
ど
も

の
安
全
確
保
な
ど
、
日
常
生

活
に
お
け
る
安
全
・
安
心
に

対
す
る
市
民
の
関
心
が
一
段

と
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚

に
つ
い
て
は
、
住
民
の
皆
様

や
自
主
防
災
組
織
、
消
防
団

と
の
連
携
の
も
と
地
域
で
の

防
災
訓
練
や
、
千
種
川
河
川

敷
で
の
大
規
模
な
防
災
総
合

訓
練
を
実
施
す
る
ほ
か
、
防

災
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
防

災
シ
ア
タ
ー
や
災
害
年
表
の

更
新
を
図
り
、
消
防
・
防
災

フ
ェ
ア
を
開
催
し
、
各
種
体

験
を
通
じ
て
、
防
災
意
識
の

啓
発
と
防
災
行
動
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、地
震
対
策
と
し
て
、

住
宅
の
耐
震
化
が
有
効
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
住

宅
耐
震
改
修
へ
の
助
成
や
簡

易
耐
震
診
断
推
進
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

消
防
体
制
の
充
実
・
強
化

に
つ
い
て
は
、
消
防
査
察
車

や
第
２
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
の
更
新
、
消
火
栓
の

増
設
な
ど
の
ほ
か
、
分
団
サ

イ
レ
ン
シ
ス
テ
ム
遠
隔
装

置
の
改
修
を
行
い
、
分
団
員

召
集
体
制
の
整
備
を
図
る
と

と
も
に
、
女
性
消
防
団
員
を

は
じ
め
団
員
の
確
保
に
努
め 

ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
救
助
体
制
に

つ
い
て
は
、
気
管
挿
管
や
薬

剤
投
与
な
ど
の
業
務
範
囲

の
拡
大
に
対
応
で
き
る
救
急

救
命
士
を
養
成
す
る
と
と
も

に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
救
急
蘇
生
普
及

啓
発
事
業
を
実
施
し
、
傷
病

者
の
救
命
率
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
な
お
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
整
備

事
業
と
し
て
、
保
育
所
、
児

童
館
、
幼
稚
園
に
も
、
そ

れ
ぞ
れ
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し 

ま
す
。

　

次
に
、
交
通
安
全
対
策
に

つ
い
て
は
、
市
内
一
円
の
防

護
柵
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど

交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
計

画
的
に
進
め
て
い
く
ほ
か
、

関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ

て
、
交
通
マ
ナ
ー
遵
守
へ
の

呼
び
か
け
運
動
な
ど
の
交
通

安
全
運
動
や
交
通
事
故
防
止

運
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
公
共
灯
の
増

設
を
行
う
と
と
も
に
、特
に
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の

た
め
、
小
学
校
新
１
年
生
に

防
犯
ブ
ザ
ー
を
配
布
す
る
ほ

か
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
の
配
置
や
携
帯
メ
ー
ル

に
よ
る
保
護
者
へ
の
不
審
者

情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

消
費
者
対
策
と
し
て
は
、

昨
年
11
月
１
日
に
開
設
し
ま

し
た
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

を
核
と
し
て
、
消
費
者
の
安

全
と
利
益
を
守
る
た
め
、
消

費
生
活
相
談
員
の
配
置
や
相

談
室
の
整
備
、
月
１
回
の
司

法
書
士
相
談
を
実
施
す
る
な

ど
、
相
談
活
動
や
啓
発
活
動

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
消

費
者
協
会
と
連
携
し
な
が

ら
、
消
費
者
学
習
活
動
や
リ

サ
イ
ク
ル
運
動
な
ど
、
消
費

生
活
向
上
に
つ
な
が
る
活
動

を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

　
「
環
境
進
化
都
市
・
赤
穂
」

の
実
現
に
向
け
、
市
民
・
事

業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役

割
を
分
担
し
て
、
持
続
可
能

な
環
境
づ
く
り
に
自
主
的
・

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

生
活
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
赤
穂
市
環
境
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
大
気
・
水
質

等
に
関
す
る
環
境
調
査
を
継

続
実
施
す
る
ほ
か
、
こ
れ
ら

環
境
情
報
を
共
有
し
、
共
通

認
識
を
高
め
、
環
境
へ
の
負

荷
を
減
ら
し
、
良
好
な
環

境
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
、
積
極
的
に
情
報
提
供
を

行
う
と
と
も
に
啓
発
に
努
め 

ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
所
に
対
す
る

環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
登

録
制
度
の
普
及
啓
発
や
「
赤

穂
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
を

開
催
し
、
次
の
時
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
環
境
に
配
慮

し
た
活
動
と
考
え
方
を
身
に

つ
け
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
公
共
下
水
道
整
備
と

し
て
有
年
地
区
な
ど
に
お
け

る
土
地
区
画
整
理
地
内
の
管

渠
整
備
や
雨
水
渠
整
備
な
ど

を
行
う
ほ
か
、
下
水
管
理
セ

ン
タ
ー
及
び
中
継
ポ
ン
プ
場

な
ど
の
老
朽
化
に
伴
う
設
備

更
新
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
末
に

は
、
生
活
排
水
整
備
面
積
は

１
，
５
５
４
・
２
ha
、
人
口

普
及
率
は
99
・
５
％
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い

て
は
、
住
宅
用
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
機
器
設
置
補
助
事

業
や
庁
用
車
等
へ
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
の
導
入
の
ほ
か
、

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
パ
ネ

ル
設
置
な
ど
を
実
施
し
て
、

低
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
の
推
進
と
し
て
、
ご
み
の

減
量
、資
源
化
を
図
る
た
め
、

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
助
成

や
資
源
ご
み
回
収
団
体
な
ど

へ
の
助
成
を
継
続
実
施
す
る

ほ
か
、
一
般
廃
棄
物
の
発
生

量
や
将
来
予
測
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
ご
み
処
理
基
本
計
画

を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
ご

み
処
理
施
設
の
長
寿
命
化
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

12345 12345
環
境
保
全
の

推
進
環
境
保
全
の

推
進

第 2 の 柱
自然と共生する

住みよいまちづくり
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住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
尾
崎
地
区
の
密
集
住
宅

市
街
地
整
備
促
進
事
業
に
お

い
て
、
引
き
続
き
用
地
取
得

や
物
件
移
転
補
償
、
道
路
整

備
を
行
う
な
ど
、
事
業
推
進

を
図
り
ま
す
。

　

公
営
住
宅
の
環
境
整
備
と

し
て
、
塩
屋
西
団
地
に
お
い

て
、
耐
震
診
断
及
び
補
強
設

計
を
実
施
し
ま
す
。

　

上
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
安
全
で
良
質
な
水
の
安

定
供
給
の
た
め
、
配
水
管
の

改
良
や
布
設
、
木
津
水
源
地

に
お
け
る
テ
レ
メ
ー
タ
更
新

工
事
や
監
視
設
備
工
事
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

　

都
市
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
赤
穂
城
跡
公
園
に
お

い
て
、
文
化
財
保
存
整
備
と

合
わ
せ
二
之
丸
庭
園
の
整
備

を
推
進
す
る
ほ
か
、
野
中
・

砂
子
公
園
の
用
地
取
得
や
赤

穂
海
浜
公
園
周
辺
で
の
拠
点

整
備
計
画
、
赤
穂
城
南
緑
地

を
含
め
た
都
市
公
園
の
長
寿

命
化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

新
総
合
計
画
と
の
整
合
を
図

る
た
め
赤
穂
市
国
土
利
用
計

画
の
改
定
を
は
じ
め
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
緑

の
基
本
計
画
の
改
定
に
も
取

り
組
む
と
と
も
に
、
福
浦
地

区
に
お
い
て
、
地
籍
調
査
事

業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
は
、
有
年
地
区
に
お
い

て
区
画
道
路
築
造
工
事
や

物
件
移
転
補
償
な
ど
を
行
い 

ま
す
。

　

ま
た
、
野
中
・
砂
子
地
区

や
浜
市
地
区
に
お
い
て
は
、

組
合
へ
補
助
金
な
ど
を
交
付

し
、
区
画
道
路
築
造
工
事
な

ど
を
行
い
、
事
業
の
進
捗
を

図
り
ま
す
。

　

地
域
産
業
の
振
興
と
雇
用

の
場
を
確
保
す
る
た
め
、
工

場
立
地
促
進
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
な
ど
、
企
業
誘
致

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
も
の
づ
く
り
産

業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、

中
心
市
街
地
に
お
い
て
、
い

き
つ
ぎ
広
場
で
の
さ
ん
も
く

楽
市
の
開
催
や
、
商
工
会
議

所
と
連
携
し
て
「
塩
」
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
と
し
た
「
ま
る

ご
と
赤
穂
大
博
覧
会
」
を
開

催
す
る
な
ど
、
商
業
の
活
性

化
と
観
光
振
興
の
総
合
化
を

図
り
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
を
創
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
対
策
に

つ
い
て
は
、
中
小
企
業
経
営

安
定
資
金
融
資
信
用
保
証
料

の
助
成
や
中
小
企
業
経
営
安

定
資
金
融
資
に
係
る
利
子
補

給
を
行
う
な
ど
、
資
金
融
資

の
円
滑
化
を
推
進
し
、
経
営

基
盤
の
安
定
化
の
た
め
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

地
場
産
品
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
赤
穂
と
れ
た
て
朝
市

の
開
催
や
市
民
農
園
周
辺
に

収
穫
体
験
施
設
を
設
置
す
る

12345 12345
魅
力
あ
る
都
市

空
間
の
形
成

魅
力
あ
る
都
市

空
間
の
形
成

12345 12345
質
の
高
い

都
市
機
能
の
整
備

質
の
高
い

都
市
機
能
の
整
備

12345 12345
活
力
あ
る
産
業
の

形
成
活
力
あ
る
産
業
の

形
成

自然と共生する住みよいまち� ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

自然と共生するまちをつくる
①豊かな自然環境を保全する　　　　
・特定森林造成事業� ……1,320万円

②さわやかな生活環境を保全する
・環境基本計画推進事業� ……180万円
★河川台帳整備事業� ……150万円
・公共下水道事業� ……7億2,070万円
・特定環境保全公共下水道� ……30万円
　　平成23年度末水洗化率　　98.2％

③地球環境にやさしいまちをつくる
★住宅用太陽エネルギー利用機器設置補助事業
　（太陽光発電施設設置補助100件）�……1,400万円
・資源ごみ集団回収奨励事業� ……1,800万円
・ごみ減量・資源化推進事業� ……107万円
★ごみ処理基本計画改定事業� ……330万円
・リサイクル運動推進事業� ……53万円

★庁用車等整備事業� ……［748万円］
　エコカー新規導入［再掲］
★公共灯整備事業� ……［770万円］
　　ＬＥＤ照明設置８４灯［再掲］
★赤穂小学校施設等整備事業� ……［2,210万円］
　　太陽光パネル設置［再掲］
★赤穂地区体育館建設事業� ……［1億7,020万円］
　　太陽光パネル設置外［再掲］

魅力ある都市空間を形成する
①快適な住環境をつくる
・公営住宅環境整備事業� ……2,733万円
・上水道の整備� ……2億9,209万円
・密集住宅市街地整備促進事業� ……9,300万円

②水とみどり豊かな都市環境をつくる
・赤穂城跡公園整備事業� ……4,760万円
・都市公園整備事業� ……450万円
・野中・砂子公園整備事業� ……7,500万円

★都市公園安全・安心対策事業� ……2,530万円
　　公園施設長寿命化計画策定外

③自然・歴史・文化と調和した景観をつくる
・快適環境推進事業� ……60万円

質の高い都市機能を整備する
①土地の利活用を適正に進める
★国土利用計画策定事業� ……35万円
・地籍調査事業� ……845万円
★都市計画マスタープラン等改定事業�……780万円
　　都市計画マスタープラン（310万円）
　　緑の基本計画（470万円）
・都市計画図デジタル化事業� ……2,370万円

②良好な市街地の整備を進める
・土地区画整理事業� ……6億3,659万円
　　有年地区（5億5,950万円）
　　野中・砂子地区（7,009万円）
　　浜市地区（700万円）

平成23年度末（生活排水対策事業すべてを含む）
整備面積１,554.2ha　人口普及率 99.5％
平成23年度末（生活排水対策事業すべてを含む）
整備面積１,554.2ha　人口普及率 99.5％

第 3 の 柱
産業と交流が盛んな活力のある

まちづくり
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５本の柱ごとの主要施策

な
ど
、
地
産
地
消
の
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、
赤
穂
緞
通

工
房
を
運
営
し
、
赤
穂
ブ
ラ

ン
ド
の
育
成
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、

農
地
流
動
化
を
促
進
し
な
が

ら
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
育

成
事
業
な
ど
を
通
じ
て
、
農

業
経
営
者
の
育
成
に
努
め
る

と
と
も
に
、
猪
や
鹿
等
の
野

生
動
物
に
よ
る
農
作
物
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
野
生
動

物
や
有
害
鳥
獣
対
策
を
引
き

続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
を
改
定

し
ま
す
。

　

施
設
整
備
と
し
て
は
、
基

幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
事
業
と
し
て
、
赤

穂
用
水
路
な
ど
の
施
設
整
備

を
行
う
ほ
か
、
有
年
横
尾
谷

口
地
区
の
ほ
場
整
備
な
ど
の

事
業
推
進
に
向
け
て
の
農
地

利
用
意
向
調
査
を
実
施
し 

ま
す
。

　

水
産
振
興
に
つ
い
て
は
、

漁
業
の
生
産
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
ア
サ
リ
の
種
苗
放

流
に
対
す
る
助
成
を
行
う
と

と
も
に
、
漁
業
経
営
安
定
対

策
と
し
て
漁
船
損
害
保
険

の
掛
金
の
一
部
を
助
成
し 

ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、

赤
穂
観
光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
観
光
協

会
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
、
関
係

団
体
、
近
隣
市
町
と
も
連
携

し
て
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
等

を
実
施
す
る
ほ
か
、
観
光
周

遊
バ
ス
「
く
ら
ち
ゃ
ん
号
」

の
運
行
や
観
光
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
作
成
、
義

士
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
サ
イ
ン
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
義
士

祭
に
お
け
る
山
車
を
７
場
面

で
構
成
す
る
な
ど
、
観
光
客

の
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

就
労
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
緊
急
雇
用
就
業
機
会

創
出
事
業
と
し
て
４
件
、
ま

た
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
事

業
と
し
て
２
件
を
実
施
し
、

雇
用
機
会
の
創
出
と
拡
大
を

図
る
ほ
か
、
高
年
齢
者
就
業

機
会
確
保
事
業
へ
の
助
成
な

ど
を
行
い
、
勤
労
者
福
祉
の

増
進
に
努
め
ま
す
。

　

広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、

東
備
西
播
定
住
自
立
圏
域
を

は
じ
め
、千
種
川
水
系
市
町
、

Ｊ
Ｒ
赤
穂
線
沿
線
市
町
、
兵

庫
岡
山
両
県
境
隣
接
市
町
村

な
ど
と
の
連
携
、
協
力
を
推

進
し
ま
す
。

　

地
域
間
交
流
に
つ
い
て

は
、
笠
間
市
及
び
山
鹿
市
と

の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な

ど
を
通
じ
た
姉
妹
都
市
交
流

を
は
じ
め
、
義
士
祭
に
お
け

る
忠
臣
蔵
交
流
物
産
市
の
開

催
や
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト
を
通

じ
て
、
全
国
の
忠
臣
蔵
ゆ
か

り
の
自
治
体
と
の
交
流
を
一

層
推
進
し
ま
す
。

　

国
際
理
解
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
姉
妹
都
市
ロ
ッ
キ
ン

グ
ハ
ム
市
へ
の
中
学
生
の
派

遣
や
、
ロ
ッ
キ
ン
グ
ハ
ム
市

か
ら
の
生
徒
や
市
民
訪
問
団

の
受
け
入
れ
な
ど
、
両
市
の

交
流
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
る

と
と
も
に
、
国
際
交
流
協
会

と
連
携
し
て
、
60
周
年
記
念

講
演
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り

地
域
の
国
際
化
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
・
中
学

校
に
お
い
て
、
国
際
理
解
教

育
を
推
進
す
る
た
め
、
外
国

人
英
語
指
導
助
手
を
１
名
増

員
し
ま
す
。

　

定
住
の
促
進
に
つ
い
て

は
、
赤
穂
の
魅
力
を
情
報
発

信
す
る
た
め
、
引
き
続
き
定

住
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や

関
西
で
の
定
住
相
談
会
を
実

施
す
る
ほ
か
、「
転
入
者
定

住
支
援
金
」の
交
付
に
よ
る
、

定
住
の
促
進
と
市
内
経
済
の

活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

市
内
循
環
バ
ス
「
ゆ
ら
の

す
け
」
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
利
用
者
の
安
全
面
に
配

慮
し
な
が
ら
、
利
用
促
進
に

努
め
る
と
と
も
に
、
定
住
自

立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

く
、
都
市
間
バ
ス
の
検
討
を

進
め
ま
す
。

　

生
活
道
路
の
整
備
と
し

て
、
浜
市
高
雄
線
の
復
旧
整

備
や
楢
原
橋
高
欄
改
良
工
事

な
ど
を
実
施
す
る
ほ
か
、
都

市
計
画
街
路
の
整
備
と
し

て
、
赤
穂
大
橋
線
の
整
備
を

引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、

有
年
横
尾
線
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ

有
年
駅
の
自
由
通
路
設
置
に

向
け
て
事
業
着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
２
号
の
バ
イ

パ
ス
建
設
や
新
坂
越
橋
の
建

設
な
ど
国
道
２
５
０
号
の
改

良
、
交
通
安
全
施
設
の
早
期

整
備
に
つ
い
て
、
国
、
県
に

引
き
続
き
要
請
し
、
事
業
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

　

情
報
基
盤
の
整
備
と
し

て
、
市
内
の
公
共
施
設
を
専

用
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
で

接
続
し
、
そ
の
回
線
使
用
料

で
も
っ
て
、
民
間
事
業
者
の

自
主
的
な
整
備
を
促
し
、
市

内
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
未
整

備
地
域
の
解
消
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
・
中
学

校
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
活
用
し
た
情
報
教

育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
高

校
生
以
上
を
対
象
と
し
た

パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し 

ま
す
。

12345 12345
多
様
な
交
流
の

推
進
多
様
な
交
流
の

推
進

12345 12345
交
流
基
盤
の

整
備
交
流
基
盤
の

整
備

12345 12345
地
域
情
報
化
の

推
進
地
域
情
報
化
の

推
進
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教
育
環
境
の
整
備
を
推
進

す
る
に
あ
た
り
、
教
育
振
興

基
本
計
画
を
策
定
し
て
、
総

合
的
、
体
系
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

幼
児
教
育
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
「
生
き
る
力
」
の
基

礎
を
育
み
、
知
・
徳
・
体
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
成
長
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
幼
稚
園

と
家
庭
そ
し
て
地
域
社
会

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
自

覚
し
つ
つ
、
相
互
の
連
携
を

一
層
深
め
る
こ
と
が
重
要 

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
家
庭
の
教
育

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
施

策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
幼
稚
園
で
の
子
育

て
支
援
な
ど
を
積
極
的
に
展

開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
整
備
の
一
環

と
し
て
、
全
幼
稚
園
に
お
い

て
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　

義
務
教
育
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
基
礎
・
基
本
を
確
実

に
定
着
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち

に
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
と
と
も
に
、
一
人
ひ

と
り
の
個
性
を
尊
重
し
、「
生

き
る
力
」
の
育
成
を
基
本
と

し
た
学
習
の
充
実
に
努
め 

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
子
ど
も
の
ち

か
ら
応
援
事
業
と
し
て
、
基

本
的
な
生
活
習
慣
を
確
立
す

る
と
と
も
に
、
赤
穂
ド
リ
ル

の
活
用
や
読
書
活
動
の
推

進
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と

誇
り
を
持
て
る
取
り
組
み
な

ど
を
進
め
ま
す
。

　

施
設
整
備
と
し
て
は
、
赤

穂
小
学
校
施
設
等
整
備
事
業

や
中
学
校
に
お
け
る
学
校
施

設
扇
風
機
整
備
事
業
を
実
施

す
る
ほ
か
、
赤
穂
小
学
校
、

尾
崎
小
学
校
に
お
い
て
、
耐

震
対
策
補
強
事
業
と
し
て
実

施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
22
年
度
の
補

正
予
算
で
対
応
し
て
い
ま
す

赤
穂
小
学
校
、
坂
越
中
学
校

の
耐
震
対
策
補
強
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に

つ
い
て
は
、
発
達
に
障
が
い

の
あ
る
子
ど
も
に
対
す
る
支

援
と
し
て
、
必
要
な
小
学

校
、
中
学
校
に
特
別
支
援
教

育
指
導
補
助
員
を
配
置
す
る

と
と
も
に
、
幼
稚
園
に
お
い

て
も
、
加
配
教
諭
を
引
き
続

き
配
置
し
、
障
が
い
の
特
性

に
応
じ
た
適
切
な
指
導
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
信
頼
さ
れ
る
学
校

12345 12345
教
育
環
境
の
整
備

教
育
環
境
の
整
備

産業と交流が盛んな活力のあるまち� ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

活力ある産業を形成する
①地域産業を振興する
・企業誘致促進事業� ……148万円
・工場立地促進奨励金交付事業� ……606万円
・ものづくり産業活性化推進事業� ……13万円

②商業の振興を図る
・中小企業振興助成事業� ……50万円
・中小企業経営安定資金融資預託金�……3億3,000万円
・中小企業経営安定資金利子補給� ……150万円
・中小企業経営安定資金融資信用保証料助成�……450万円
・商業活性化推進事業� ……200万円
・商店街振興対策事業� ……109万円
・中心市街地にぎわいづくり事業� ……575万円

③地場産品を使った赤穂の魅力を創出する
・地産地消推進事業� ……236万円
　★地場産品販売施設設置補助金外
・地場産業育成事業� ……75万円

④農業・漁業を活性化する
・水田利用振興事業� ……1,084万円
・農村地域活性化推進事業� ……70万円
★農業マイスター認定事業� ……15万円
・野生動物対策事業� ……454万円
★農業振興地域整備促進事業� ……230万円
・農地・水・環境保全向上活動支援事業�……450万円
・土地改良事業補助� ……2,640万円
・基幹水利施設ストックマネジメント事業�……1,250万円
・地域ため池総合整備事業� ……147万円
・県単小規模農地緊急整備事業� ……150万円
・水産振興事業� ……488万円

⑤観光の振興を図る
・観光アクションプログラム推進事業�……1,257万円

　　観光キャンペーン事業（210万円）
　★観光協会事業補助（667万円）
　　観光イベント等補助（300万円）
　　観光ボランティアガイド育成事業（10万円）
　　ＪＲ赤穂線沿線地域活性化連絡会議負担金（50万円）
　　観光客おもてなし事業（20万円）
・義士祭奉賛会補助� ……1,860万円
　　義士祭前夜祭事業（120万円）
　　忠臣蔵交流物産市（220万円）
　　義士祭宣伝事業外（860万円）
　　義士祭パレード等事業（280万円）
　★義士祭山車整備事業（380万円）
・入湯税引当観光振興事業補助金� ……1,806万円
・温泉源掘削事業補助� ……502万円

⑥就労環境を充実する
・高年齢者就業機会確保事業� ……955万円
・勤労者住宅資金融資預託金� ……1億円
・雇用促進セミナー等事業� ……17万円
・緊急雇用就業機会創出事業� ……2,145万円
・ふるさと雇用再生事業� ……1,365万円

多様な交流を推進する
①近隣市町村との広域連携を進める
・定住自立圏構想推進経費� ……12万円

②特色ある地域間交流を進める
・義士親善友好都市交流事業� ……154万円
・姉妹都市交流事業� ……30万円
・地域間交流事業� ……45万円

③国際理解を深める
・国際交流推進事業� ……275万円
　★国際交流活動支援外

・国際理解教育推進事業� ……1,769万円
　★外国人講師による英語教育（小学校１名、中学校２名）外
・中学生海外派遣事業� ……380万円

④定住を促進する
・定住支援推進事業� ……765万円

交流基盤を整備する
①公共交通の利便性を確保する
・市内循環バス運行事業� ……775万円

②利便性の高い道路網を構築する
・都市計画街路事業� ……1億6,430万円
　★有年横尾線＝ＪＲ負担金外
・生活道路整備� ……2億9,405万円

地域情報化を推進する
①地域情報化を推進する
・行政事務電算高度利用事業� ……1億2,220万円
・電算基幹業務再構築事業� ……7,420万円
　★システム導入費
・事務改善経費� ……2,322万円
・住民基本台帳ネットワークシステム管理経費�……835万円
・戸籍事務電算化事業� ……3,460万円
・市例規集情報化推進事業� ……500万円
・情報教育推進事業� ……7,480万円
　★小・中学校　ネットワークサーバー保守料外
・図書館情報化システム事業� ……1,610万円
・議会情報化推進事業� ……108万円
・パソコン講座� ……98万円
★情報基盤整備事業� ……102万円
　　�公共施設の光ファイバー網整備及び光ファ

イバー未整備地区への対応

第 4 の 柱
生涯にわたり夢を育む

まちづくり
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５本の柱ごとの主要施策

園
づ
く
り
と
し
て
、
地
域
社

会
と
協
力
し
て
休
耕
田
を
利

用
し
た
米
づ
く
り
や
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
、
環
境
体
験
学

習
も
取
り
入
れ
た
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
ふ
れ
あ
い
事
業
な
ど
を

通
し
て
、
地
域
の
人
々
と
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
人
的
資

源
を
活
用
し
た
地
域
に
開

か
れ
た
教
育
活
動
を
進
め 

ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ

い
て
は
、
青
少
年
育
成
推
進

委
員
と
連
携
し
な
が
ら
、
地

域
社
会
と
協
働
し
て
、
啓
発

活
動
な
ど
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
学
校
園
で
の
い
じ
め

や
不
登
校
な
ど
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
関
西
福
祉
大
学
や

地
域
と
の
連
携
を
深
め
、
教

育
相
談
や
心
の
教
室
相
談
員

の
配
置
な
ど
、
学
校
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
機
能
の
充
実
を

図
り
な
が
ら
、
生
徒
指
導
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
す
べ
て
の
市
民
が
生

涯
に
わ
た
り
自
発
的
、
主
体

的
に
学
び
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
学
習
環
境
の
更
な

る
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る

中
央
公
民
館
や
各
地
区
公
民

館
に
お
い
て
は
、
体
系
的
な

学
習
機
会
の
場
の
提
供
と
し

て
、
子
ど
も
教
室
、
パ
ソ
コ

ン
講
座
や
外
国
語
講
座
、
高

齢
者
生
き
が
い
創
造
事
業
な

ど
を
開
催
す
る
ほ
か
、
高
齢

者
大
学
、千
種
川
カ
レ
ッ
ジ
、

特
色
あ
る
地
区
公
民
館
事
業

を
実
施
し
、
多
様
化
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
学
習
活
動

推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
指

導
員
を
１
名
増
員
し
て
３
名

体
制
と
し
、
講
座
の
充
実
を

図
る
ほ
か
、
子
育
て
悩
み
相

談
や
子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
各
地

区
公
民
館
で
の
子
育
て
出
前

講
座
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
文

学
講
座
や
絵
本
講
座
、
親
子

手
づ
く
り
絵
本
教
室
な
ど
の

読
書
活
動
や
創
作
活
動
の
推

進
と
、
引
き
続
き
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
や
周
辺
地
区
を

対
象
に
し
た
ブ
ッ
ク
宅
配
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
60
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
世
界
の
名
作
絵
本

展
と
講
演
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

次
に
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

誰
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
い
つ
ま
で
も
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る

「
ス
ポ
ー
ツ
先
進
都
市
」
の

実
現
に
向
け
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
基
本
計
画
を
策
定
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
や
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
場
と
機
会
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を

図
る
た
め
、
体
育
協
会
、
関

係
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
協
力
を

得
て
、
市
民
総
合
体
育
祭
や

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ス
ポ

ー
ツ
教
室
さ
ら
に
は
60
周
年

記
念
事
業
と
し
て
夏
期
巡
回

ラ
ジ
オ
体
操
の
開
催
な
ど
を

支
援
す
る
ほ
か
、
地
域
で
の

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
整
備
と
し

て
、
赤
穂
地
区
体
育
館
の
建

設
や
西
部
地
区
で
の
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
実
施
し

ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
交

流
機
会
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
忠
臣
蔵
旗
少
年
剣
道
大

会
や
赤
穂
義
士
杯
青
少
年
柔

道
大
会
、
坂
越
湾
ヨ
ッ
ト
レ

ー
ス
な
ど
を
継
続
実
施
す
る

ほ
か
、
60
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
第
１
回
赤
穂
シ
テ
ィ

マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
親
善
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
を
開
催

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し 

ま
す
。

　

歴
史
・
伝
統
文
化
の
振
興

に
つ
い
て
は
、
文
化
財
保
存

整
備
事
業
と
し
て
、
赤
穂
城

跡
に
お
い
て
、
引
き
続
き
二

之
丸
西
仕
切
土
塀
の
整
備
を

行
う
ほ
か
、
史
跡
土
地
買
上

げ
と
し
て
、
城
内
の
民
有
地

の
取
得
を
進
め
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
存
活
用
に
つ

い
て
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
発

掘
調
査
や
地
域
文
化
財
調

査
、
普
及
啓
発
紙
の
発
行
な

ど
の
文
化
財
顕
彰
事
業
の
ほ

か
、
有
年
原
・
田
中
遺
跡
墳

丘
墓
補
修
工
事
な
ど
を
実
施

し
て
、
文
化
財
施
設
整
備
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
㈶
有
年
考
古
館
か

ら
寄
付
の
申
し
出
を
受
け
て

い
ま
す
有
年
考
古
館
に
つ
い

て
は
、
市
に
お
い
て
管
理
運

営
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
活
動
の
拠
点
施

設
と
し
て
の
文
化
会
館
は
、

市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
広
く
利
用
さ
れ
交
流
の

場
と
な
る
よ
う
運
営
に
努

め
、
鑑
賞
事
業
と
し
て
は
第

３
回
目
と
な
る
「
赤
穂
国
際

音
楽
祭
」
を
は
じ
め
一
流
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
、
歌
舞
伎
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
参
加
型
事
業
と
し
て

は
、
フ
ェ
ス
タ
・
ア
ル
モ
ニ

カ
・
イ
ン
・
ア
コ
ウ
や
今
宵

ひ
と
と
き
コ
ン
サ
ー
ト
、
ぶ

ら
っ
と
フ
ラ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
振
興
事
業
と
し
て
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

教
室
や
吹
奏
楽
教
室
を
引
き

続
き
開
催
し
ま
す
。

　

施
設
整
備
と
し
て
は
、
３

ヵ
年
計
画
で
文
化
会
館
の
設

備
等
の
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
図
る
こ
と
と
し
て
、
本

年
度
は
大
ホ
ー
ル
及
び
小
ホ

ー
ル
の
音
響
設
備
の
改
修
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
市
民
文
化
祭
や
美

術
展
、
観
月
会
な
ど
を
開
催

す
る
ほ
か
、
児
童
合
唱
団
、

勤
労
者
芸
術
文
化
振
興
事
業

な
ど
の
市
民
の
芸
術
文
化
活

動
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

12345 12345
生
涯
学
習
・
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
推
進

生
涯
学
習
・
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
推
進

12345 12345
個
性
あ
る

地
域
文
化
の
創
造

個
性
あ
る

地
域
文
化
の
創
造
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市
民
が
主
体
的
、
積
極
的

に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
、

市
民
と
行
政
が
互
い
に
協
働

し
て
、
誇
り
と
愛
着
の
も
て

る
地
域
社
会
を
創
造
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民

と
行
政
だ
け
で
な
く
、
企
業

や
各
種
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大

学
等
と
の
協
働
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
政
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
個
人

情
報
の
保
護
に
も
配
慮
し
な

が
ら
、
積
極
的
に
情
報
提
供

や
情
報
公
開
に
努
め
、
市
民

と
行
政
が
情
報
を
共
有
し
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

の
活
用
、
審
議
会
等
の
委
員

の
市
民
公
募
な
ど
を
積
極
的

に
推
進
し
、
市
民
が
参
加
し

や
す
い
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

行
政
情
報
の
提
供
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
利
用

者
に
と
っ
て
よ
り
利
便
性
が

あ
り
、
見
や
す
く
親
し
み
の

も
て
る
画
面
構
成
と
し
、
広

報
機
能
の
充
実
に
努
め
る
ほ

か
、
早
か
ご
セ
ミ
ナ
ー
の
利

用
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
開
か
れ
た
市
政
を

推
進
す
る
た
め
、
市
民
や
各

種
団
体
、
地
域
団
体
と
の
対

話
な
ど
、
積
極
的
に
直
接
市

民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
を
聴

く
機
会
や
場
を
設
け
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
条
例
や
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
審
議
会
等
へ
の
女
性
の

積
極
的
な
登
用
に
努
め
る
と

と
も
に
、
相
談
員
や
専
門
員

に
よ
る
相
談
の
実
施
、
講
演

会
の
開
催
、
女
性
交
流
セ
ン

タ
ー
の
活
用
な
ど
を
行
い 

ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
従
来
の
地
域

ふ
れ
あ
い
事
業
へ
の
助
成

を
、
ま
ち
づ
く
り
振
興
協
会

を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
地
区
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ

ョ
ン
支
援
事
業
と
の
統
合
を

図
り
、
各
地
区
ま
ち
づ
く
り

連
絡
（
推
進
）
協
議
会
に
お

い
て
創
意
・
工
夫
が
活
か
し

や
す
い
よ
う
配
意
し
て
い 

ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
夕
べ
に
つ

い
て
は
、60
周
年
を
記
念
し
、

12345 12345
市
民
と
の
協
働

市
民
と
の
協
働

12345 12345
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
活
性
化

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
活
性
化

生涯にわたり夢を育むまち� ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

教育環境を整える
①幼児・義務教育を充実する
★教育振興基本計画策定事業� ……78万円
・新教育課程研究推進事業外� ……136万円
・教育研究所経費� ……175万円
・コンピュータＣＡＩ研究奨励事業�……227万円
・情報教育推進事業� ……［再掲 7,480万円］
　★小学校・中学校ネットワークサーバー保守料外
・心いきいき推進事業� ……758万円
★新学習指導要領対応教材整備事業�……230万円
　　新教科書準拠教材の購入（小学校）
・国際理解教育推進事業� ……［再掲 1,769万円］
・中学生海外派遣事業� ……［再掲 380万円］
・子どものちから応援事業� ……72万円
★幼稚園預かり保育事業� ……592万円
　　６園→７園
　　１園15名程度、保育時間終了時～午後５時30分
・放課後子ども教室推進事業� ……339万円
・多子世帯保育料軽減事業（幼稚園）� ……８万円
★耐震診断推進事業（幼稚園７園）� ……1,600万円
・耐震対策補強事業� ……1,950万円
★赤穂小学校施設等整備事業� ……3,470万円
　　施設整備、太陽光パネル設置
★学校施設扇風機整備事業（中学校）�……1,090万円
・給食センター施設整備事業� ……1,477万円

②特別支援教育を充実する
・特別支援教育事業� ……1,081万円
・特別支援教育推進事業� ……1,250万円

③信頼される学校園づくりを進める
・「トライやる・ウイーク」推進事業�……302万円
・フロンティアふれあい事業� ……210万円

④若い力を健全に育成する
・青少年育成啓発活動事業外� ……196万円

生涯学習・スポーツ活動を推進する
①生涯学習を充実する
・生涯学習推進専門員設置事業� ……186万円
★子育て学習活動推進事業� ……421万円
　　子育て講座（各公民館含む）外
・公民館活動の充実� ……794万円
・高齢者にやさしい公民館づくり事業�……190万円
・図書館事業の普及� ……2,905万円
・市民会館整備事業� ……1,400万円
★子育て学習センター整備事業� ……160万円
・公民館整備事業� ……150万円

②スポーツ活動を推進する
★スポーツ振興基本計画策定事業� ……102万円
・体力づくり推進事業� ……42万円
・体育振興事業� ……750万円
　★第60回市民総合体育祭記念大会外（300万円）
　★兵庫県民体育大会等開催経費（70万円）
　　　第31回全日本学童選手権軟式野球兵庫県決勝大会外
　★赤穂義士旗争奪親善ゲートボール
　　大会開催経費（30万円）
　★夏期巡回ラジオ体操（250万円）
　★65回国民体育大会剣道競技
　　近畿ブロック大会（100万円）

・忠臣蔵旗少年剣道大会� ……190万円
・近畿高等学校剣道選抜大会� ……100万円
・赤穂義士杯青少年柔道大会� ……100万円
・スポーツ先進都市推進事業� ……180万円
・坂越湾ヨットレース開催経費� ……10万円
・市民総合体育館及び城南緑地運動施設等管理委託金
� ……6,554万円
★赤穂地区体育館建設事業� ……1億7,020万円
　　新築工事、太陽光パネル設置外
★多目的グラウンド整備事業� ……3,000万円
　　西部地区

個性ある地域文化を創造する
①歴史・伝統文化を継承し活用する
・地域文化財調査事業� ……24万円
・「忠臣蔵」編さん事業� ……215万円
・文化財顕彰事業� ……143 万円
・文化財公開活用事業� ……107万円
・歴史資料等購入事業� ……180 万円
・史跡土地買上げ事業� ……5,506万円
・赤穂城跡整備事業� ……3,460万円
・赤穂城跡公園整備事業� ……［再掲 4,760万円］
・埋蔵文化財調査事業� ……1,150万円
・文化財施設整備事業� ……1,010万円

②文化芸術活動を推進する
★文化会館整備事業� ……5,700万円
　　定住自立圏域文化拠点施設の整備
　　　大ホール及び小ホール音響設備の改修外
・文化会館自主事業助成� ……3,230万円
　　赤穂国際音楽祭 Le Pont 2011 開催外

第 5 の 柱
市民と行政がともに歩む
まちづくり

14予算のあらまし  2011 年 4 月



さ
ら
に
来
場
者
の
皆
様
の
安

全
面
や
気
象
条
件
へ
の
対
応

な
ど
か
ら
、
赤
穂
海
浜
公
園

内
に
会
場
を
移
し
て
、
盛
大

に
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
主
権
の
流
れ
の
中

で
、
多
様
化
、
高
度
化
し
、

増
大
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
新

た
な
行
政
課
題
に
的
確
に
対

応
し
、
柔
軟
な
発
想
と
果
敢

な
行
動
力
で
、
地
域
の
諸
課

題
を
解
決
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
職
員
一
人
ひ

と
り
が
危
機
管
理
能
力
や
コ

ス
ト
意
識
と
経
営
感
覚
を
身

に
つ
け
、
時
代
の
変
化
に
対

応
で
き
る
と
と
も
に
、
市
民
の

目
線
で
考
え
、
行
動
し
、
市

民
か
ら
信
頼
さ
れ
親
し
ま
れ

る
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

市
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
基
金
を
取
り
崩
さ
ざ
る

を
得
な
い
財
政
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
が
、「
第
６
次
赤
穂

市
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ

き
、
更
な
る
行
財
政
改
革
を

推
進
し
、
施
策
の
展
開
に
あ

た
っ
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
、
緊
急
度
や
必
要
性

な
ど
を
十
分
に
検
討
し
、「
選

択
と
集
中
」に
よ
る
財
源
の

重
点
的
、
効
率
的
な
配
分
に

努
め
、
持
続
可
能
な
行
財
政

基
盤
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
利

便
性
を
図
る
た
め
、
公
的
な

身
分
証
明
書
と
し
て
本
人
確

認
に
利
用
で
き
る
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
を
引
き
続
き
無

料
交
付
す
る
ほ
か
、
戸
籍
電

算
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
取
り

組
む
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
健
全
化
判
断
比
率
等
の

各
種
財
政
情
報
の
わ
か
り
や

す
い
公
表
に
つ
い
て
も
配
意

し
ま
す
。

　

最
後
に
、
平
成
23
年
は
、

赤
穂
市
に
と
っ
て
、
大
き
な

節
目
と
な
る
年
で
す
。

　

市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え

る
と
と
も
に
、
今
後
、
10
年

間
の
礎
を
築
く
、
新
総
合
計

画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ

の
た
め
、
60
周
年
記
念
事
業

や
総
合
計
画
と
の
整
合
を
図

る
た
め
の
各
種
計
画
の
見
直

し
や
策
定
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
円
滑
な
実
施
や
運
営
、
計

画
策
定
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
皆
様
と
協
働
し
て
、「
と

き
め
き
赤
穂
」
が
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
粉

骨
砕
身
努
め
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
格
段
の
ご
協
力

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

12345 12345
健
全
で
効
率
的

な
行
財
政
運
営

健
全
で
効
率
的

な
行
財
政
運
営

市民と行政がともに歩むまち� ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

市民との協働を推進する
①開かれた市政を推進する
・高等教育機関連携推進事業� ……20万円
★市制施行60周年記念事業� ……6,987万円
　　記念日事業（記念式典外）（1,000万円）
　　ＰＲ事業（205万円）
　　�イベント事業（赤穂シティマラソン大会外）
� （5,782万円）
　　�イベント事業（国際交流講演会外）
� ［再掲 5,085万円］

②市民と行政の情報共有化を進める
・広報の充実� ……964万円
・情報公開・個人情報保護推進経費�……70万円
★ホームページ運営経費� ……1,057万円
　　ホームページリニューアル外

③男女共同参画社会を築く
・男女共同参画社会づくり推進事業�……169万円

多様なコミュニティ活動を活性化する
①多様なコミュニティ活動を活性化する
・まちづくり振興協会補助� ……2,900万円
　★市民の夕べ補助外
★地区まちづくり支援事業� ……868万円
　　地域ふれあい事業外
・まちづくり支援事業� ……40万円
・集会施設設置事業� ……950万円

健全で効率的な行財政運営を行う
①健全で効率的な行財政運営を行う 
・行政事務電算高度利用事業
� ……［再掲 1億2,220万円］
・電算基幹業務再構築事業
� ……［再掲 7,420万円］
　★システム導入費
・事務改善経費� ……［再掲 2,322万円］
・住民基本台帳ネットワークシステム管理経費
　� ……[ 再掲 835万円］
・戸籍事務電算化事業� ……［再掲 3,460万円］
・市例規集情報化推進事業�……［再掲 500万円］
・固定資産評価資料作成事業� ……2,060万円
・徴収対策事業� ……443万円
★兵庫県議会議員選挙� ……1,300万円
★農業委員会委員選挙� ……410万円

５本の柱ごとの主要施策

わたくしたちの赤穂市は、播磨灘と千種川の清流にはぐ
くまれ、古い歴史と伝統をもつ、義士発祥のまちです。
このまちを愛するわたくしたちは、誇りと責任をもち、
自然と調和のある豊かで希望にみちたふるさとづくり
をめざし、ここに市民憲章を定めます。

市 民 憲 章

１　�自然と歴史を大切にし、美しいまちをきずきます。
１　教養を高め、文化の向上につとめます。
１　健康で働き、明るい家庭をつくります。
１　互いに助けあい、愛の輪をひろげます。
１　きまりを守り、秩序ある生活をおくります。
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　今年は赤穂市にとって、節目
の年となります。10年間のま
ちづくりの方向性を定めた新総
合計画のスタート年、そして市
政が施行されてから60周年。
　どちらも息の長い話。しかし
まちづくりは一朝一夕にできる
ものではありません。あせらず
少しずつ。

　その結果、わがまち赤穂が、
「人が輝き　自然と歴史・文化
が薫る　やさしいまち」とな
り、そして皆さんが「ときめき
赤穂」を実感することができる
よう、努めていかなければなり
ません。
　未来への礎を築く新年度予算
です。

写真で見る予算
赤穂小学校施設等整備事業

　老朽化した箇所の大規模改造工事を実施し、施設の延命化を
図るとともに、地球温暖化対策として太陽光パネルを設置し、
消費電力に活用することにより、二酸化炭素削減を図ります。

事業費� 3,470万円
　国庫支出金� 1,417万円
　市債� 1,450万円
　一般財源� 603万円

　夏場の猛暑日における熱
中症対策として、中学校の
すべての普通教室に天井
扇を４台ずつ設置し、生徒
の学習環境の改善を図りま
す。

事業費� 1,090万円
　一般財源� 1,090万円

住宅用太陽エネルギー利用機器設置補助事業

　太陽光発電システムを住宅
に設置する市民の方に対し
て、設置に係る経費の一部に
ついて補助を行い、同システ
ムの市内への導入を促進し、
環境意識の啓発と低炭素社会
づくりの推進を図ります。

事業費� 1,400万円
　一般財源� 1,400万円

市制施行 60周年記念事業

　これまで本市が歩んできた長い歴史を振り返り、先人たちの
功績に感謝するとともに、新たな飛躍への願いをこめて、記念
式典や赤穂シティマラソン大会、NHK「のど自慢」などのイ
ベント事業等を実施します。

事業費� 6,987万円
　一般財源ほか�6,987万円

　地域住民の方のスポーツ活
動拠点となる地区体育館を建
設し、健康増進とスポーツ振
興を図るとともに、太陽光パ
ネルを設置し、二酸化炭素削
減を図ります。

事業費� 1億7,020万円
　市債� 1億2,610万円
　一般財源� 4,410万円

乳幼児等医療費助成制度

　更なる子育て世代への支援策
として、平成２３年７月診療分
より、小学４年生から中学３年
生までの外来医療費に係る一部
負担金の全額を公費負担とする
こととし、これにより、乳幼児
から中学３年生までの外来・入
院医療費に係る一部負担金の全
額が公費負担となります。

事業費� 1億8,370万円
　県支出金� 3,847万円
　一般財源� 1億4,523万円

土地区画整理事業
事業費� 6億3,659万円
　国庫補助金� 2億5,400万円
　市債� 3億4,060万円
　一般財源ほか� 4,199万円

学校施設扇風機整備事業

　有年地区、野中・
砂子地区、浜市地区
における土地区画整
理事業を推進し、道
路や公園の整備並び
に宅地の利用促進を
図り、快適で機能的
な生活空間を創出し
ます。

赤穂地区体育館建設事業

2011 年

ときめき赤穂 市制 60 周年


